
ナス科 マメ科 キク科 セリ科 ウリ科 その他

特に弱い
もの

トマト類＊

ダイズ
エダマメ
サヤエンドウ
ソラマメ
スイートピー
クリムゾンクローバー

キク
ヒマワリ
マリーゴールド
コスモス
アスター
ダリア

ニンジン
ケイトウ

弱いもの
ナス
ピーマン
シシトウ
ペチュニア

サヤインゲン

エンダイブ
ガーベラ
トレビス
シュンギク
フキ
ヒャクニチソウ
レタス類＊＊

セロリ

中程度の
もの

バレイショ
タバコ

ラッカセイ
アズキ
リョクトウ
ササゲ
ルピナス

ゴボウ
ベニバナ
オステオスペルマム

パセリ
イタリアンパセリ
ミツバ

キュウリ
メロン
トウガン
ニガウリ
スイカ
ズッキーニ

ソバ
オクラ
モロヘイヤ
ツルムラサキ
ヒユナ
リンドウ

強いもの

アブラナ科
ユリ科
ヒユ科
シソ科
ナデシコ科
ヒルガオ科
バラ科
ニラ
トルコギキョウ
パンジー
プリムラ
キンギョソウ
デルフィニウム
ラナンキュラス
ニチニチソウ
ベゴニア
インパチエンス

特に強い
もの

イネ科

クロピラリドによる生育障害の発生
のしやすさは作物ごとに異なります

◼ 試験により、以下の作物のクロピラリドに対する感受性が確認されています。
◼ 最も感受性の高い作物は、主にナス科、マメ科、キク科に属します。一方、イネ科（麦・牧草・トウモロコシ
等）、アブラナ科（キャベツ、ブロッコリー、ハクサイ等）、果樹類等には、通常の堆肥施用量であれば影響
しません。

◼ 我が国ではこれまでに、「特に弱いもの」、「弱いもの」に属する作物において、クロピラリドによると疑わ
れる生育障害の発生の報告例があります。なお、「中程度のもの」については、露地では発生の報告はありま
せんが、ポットにおける育苗や施設栽培においては生育障害発生の報告例があります 。

・表に記した試験を行った作物のほかに、トウガラシ（ナス科）、メランポジウム（キク科）でも生育障害の報告例が
あり、注意が必要です。

・各作物種の耐性評価は品種により変動する場合があります。
＊ トマト類：ミニトマト、中玉トマト、大玉トマト
＊＊レタス類：結球レタス、サニーレタス、グリーンリーフ、ロメインレタス、チマサンチュ、サラダ菜、ステムレタス
参照：「飼料及び堆肥に残留する除草剤（クロピラリド）の簡易判定法と被害軽減対策マニュアル（第３版）」（国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構）




